
副学校長
池田　仁美

平成31年3月31日まで

副学校長
前中　由美

平成31年4月1日から

助産学科　教育主事
伊藤　美栄

看護学科　教育主事
釘宮　泰子

平成31年3月31日まで

看護学科　教育主事
伊藤　睦美

平成31年4月1日から

看護学科　教育主事
谷口　秀美
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□課程・定員

課程 学科 入学定員 総定員
在籍者数（平成31年3月1日）

1年生 2年生 3年生 合計

看護専門
課程

看護学科
（3年課程） 80人 240人 75人 90人 76人 241人

看護専門
課程

助産学科
（1年課程） 25人 25人 22人 22人

計 105人 265人 97人 90人 76人 263人

□平成30年度　部門目標

部門目標 30年度重点目標

1

国立病院機構及び
地域に貢献できる
優秀な人材の確保
と育成

広報活動の推進（リアルタイムな情報発信、学生の意見・教員の意見　掲載）
臨床との連携による看護実践教育の充実
①実習指導者会活動の活性化　　②演習授業への指導者の参加促進
国立病院機構への就職率看護学科70％以上、助産学科50％以上
国家試験合格率が当該年度の国立病院機構全国平均以上
①1年次からの国家試験対策　②実習学習とリンクする国家試験対応

2

学生が主体的に学
ぶ力を育成できる
教育実践能力の向
上

自己の研究テーマを持ち、研究に取り組む
研修、学会等への参加により自己啓発を図る
専門領域等の実務研修に1回以上参加し最新の知識・技術を吸収する
自校・他校における研究授業に参加し、授業方法を研鑽する
当校における授業研究での意見交換等により他科目との関連を理解する

3
学生にとって学びや
すい学校組織の充
実

教員の担任制から担当制へ　～全員で学生にかかわる組織づくり～
学生による授業評価から課題を明確にし、改善に取り組むと共に学生に公表する
継続的な自己点検・自己評価（及び第三者評価）を実施し、学生・保護者へ公表
卒業時カリキュラム評価の目標平均値3.0以上

4 学校経営基盤の安
定化

業務の可視化をはかり、連携・調整により超過勤務の減少に努める
経費節減に取り組み、無駄な支出を減らす
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□平成30年度プロジェクト活動
コストパフォーマンスプロジェクト
メンバー 仙波伊知子（リーダー）、住田尚子、寺田博子、中溝好美、林田聖子、谷口秀美
活動課題 １．時間のコスト意識：業務の計画的な遂行、超過勤務の減少と人件費削減

２．物品の有効活用：
３．学校の特色のPR活動
４．ムダをなくす

活動内容 １．超過勤務時間の見える化や業務調整の声掛け
２．シミュレーター教材の作成・活用説明、標本物品の活用計画
３．PR内容を考案、京都府看護学校補助金の確保
４．学校の収支状況の把握、コストの見える化、省エネ行動の動機づけ、計画的な教材購入の検討

成果 ・  コストの見える化（収支状況・超過勤務時間・光熱通信費）、資料のペーパーレス化と計画的な物品購入・整備
を図ることにより支出を抑制することができた。

・  各種シミュレーターの作成、講師用標本作成、使用しない物品（水銀使用物品）の廃棄処分により、効率・効果
的な教材の活用・整備を図ることができた。

危機管理プロジェクト
メンバー 稲垣寿美（リーダー）、北井英子、榮 圭子、中村なぎさ、伊藤智美、釘宮泰子
活動課題 地震時、火災時、風水害時の（防災）マニュアルを作成する。

活動内容

１．地震時・火災時・風水害時それぞれの（防災）マニュアル作成
２．緊急連絡網・緊急連絡体制の検討・確立
３．定期的日常的な安全点検の方法の検討・確立
４．学生・教員の備蓄品の内容と保管場所の検討・確立
５．教職員の研修計画の検討・実施

成果

１．地震時・火災時・風水害時それぞれのマニュアルの検討を行い、完成した。
２．  緊急連絡網・緊急連絡体制の検討をおこない、病院のシステムに乗せてもらうこととなった。現在病院のシ

ステム確立を待っている状況。
３．定期的日常的な安全点検の方法の検討を行い、安全点検表を作成した。
４．学生・教員の備蓄品の内容と保管場所の検討を行い、備蓄品の購入保管をした。
５．教職員の研修計画の検討と研修会の企画を行い、３月に実施した。

情報管理プロジェクト
メンバー 近藤尚子（リーダー）、大上寿子、太田恵子、寺田美鳥、伊藤美栄
活動課題 １．文書管理の管理方法に関するマニュアルの作成

２．情報セキュリティマニュアルの完成
３．プロジェクト終了後も文書管理が継続されるようなルール化とシステムづくり

活動内容 １．文書管理について
　１）文書管理規程に基づく文書ファイル等の整理、管理マニュアルの作成
　２）文書管理規程に基づく廃棄文書の整理と廃棄
２．情報管理について
　１）共通フォルダ内のデータ内容の整理とHDDへのバックアップ作業
　２）教務室内のUSBの整理と管理方法の検討
　３）情報セキュリティマニュアルの内容の検討

成果 １．「法人文書管理簿」「機密文書管理簿」を完成させ、年度末には各種文書ファイルの整理と文書廃棄をした。
２．  8月のサーバー更新によりシステムダウンのリスクは軽減した。共通フォルダ内の標題作成等のルール化

はできなかった。情報セキュリティマニュアルは作成継続が必要。
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□学生募集
入学試験実施状況

看護学科 一次試験 二次試験 合格発表
一般入試 平成31年1月24日（木） 平成31年1月26日（土） 平成31年1月31日（木）
社会人入試 平成30年11月14日（木） 平成30年11月16日（土） 平成30年11月21日（木）
公募推薦入試 平成30年11月14日（木） 平成30年11月16日（土） 平成30年11月21日（木）
推薦入試 平成30年11月15日（木） 平成30年11月21日（木）

助産学科 一次試験 二次試験 合格発表
一般入試 平成31年1月24日（木） 平成31年1月26日（土） 平成31年1月31日（木）
特別選抜入試 平成30年11月15日（木） 平成30年11月22日（木）

□入学状況
＜看護学科＞

年度（回生） 試験 応募者数 受験者数 合格者数 入学者数 退学者数 卒業者数

平成28年
（第15回生）

推薦 16 16 16 16
社会人 23 22 10 10
一般 69 69 56 44（4） 1
合計 108 107 82 70 70

平成29年
（第16回生）

推薦（学校） 10 10 10 10
推薦（公募） 25 25 24 24 1

社会人 28 28 16 15
一般 106 103 65 39 1
合計 169 166 115 88 2

平成30年
（第17回生）

推薦（学校） 19 19 19 19 1
推薦（公募） 24 24 20 20

社会人 13 13 6 6
一般 102 100 55 32 1
合計 158 156 100 77 2

令和元年
（第18回生）

推薦（学校） 19 19 19 19
推薦（公募） 17 17 15 15

社会人 18 18 12 12
一般 80 76 58（3） 39
合計 134 130 104（3） 85

（　　）内補欠合格者
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＜助産学科＞
年度（回生） 試験 応募者数 受験者数 合格者数 入学者数 退学者数 卒業者数

平成28年
（第48回生）

特別選抜（学校） 8 8 8 8 8
特別選抜（施設） 3 3 3 3 3

一般 73 63 19（1） 13（1） 13（1）
合計 84 74 30 24 24

平成29年
（第49回生）

特別選抜（学校） 11 11 11 11 11
特別選抜（施設） 0 0 0 0 0

一般 58 54 18 14 2 12
合計 69 65 29 25 2 23

平成30年
（第50回生）

特別選抜（学校） 10 10 10 10 10
特別選抜（施設） 1 1 1 1 1

一般 60 53 11（4） 11（1） 11（1）
合計 71 64 22 22 22

令和元年
（第51回生）

特別選抜（学校） 14 14 9 9
特別選抜（施設） 2 2 1 1

一般 45 35 8（3） 8
合計 61 51 18（3） 18

（　　）内補欠合格者

□学生募集活動（ガイダンス）
月 日 曜 内容 場所 出席者 実績数

4

13 木 TAP主催進学説明会（京都精華学園高等学校） 京都テルサ 中村なぎさ 5
23 月 進学相談会（さんぽう） 天王寺ミオ 池田仁美 6

28 土 就職・就学フェア（京都府看護協会） みやこめっせ 池田仁美
谷口秀美 40

29 日 進学相談会（さんぽう） メルパルク京都 釘宮泰子 13

5
16 金 ケーホウ主催進学相談会（府立亀岡高校） 亀岡高校 釘宮泰子 11
16 金 鳥取城北高校（教員対象） 当校 谷口秀美 3

6

1 金 TAP主催進学説明会（京都廣学館高等学校） けいはんなホール 太田恵子 3

10 日 進学相談会（さんぽう） 梅田スカイビル
タワーウエスト 中村なぎさ 11

25 月 高校2年生　看護コース対象説明会
（京都聖母学院高等学校） 京都聖母学院高等学校 中村なぎさ

7
11 水 進学相談会（昭栄広報　府立北嵯峨高等学校） みやこめっせ 釘宮泰子 12
13 金 高等学校と看護系教育機関との進路研修会 光華女子大学 中村なぎさ

8
8 水 学校説明会 宇多野病院 寺田博子
9 水 学校相談会（京都予備校） 京都予備校 池田仁美 41

3 13 水 TAP主催進学説明会（大津高校） ピアザ淡海 中村なぎさ 5
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□オープンキャンパス
看護学科 平成28年度 平成29年度 平成30年度
開催回数 6回 6回 6回

参加者延人数 270人 304人 277人

助産学科 平成28年度 平成29年度 平成30年度
開催回数 3回 3回 3回

参加者延人数 140人 146人 198人

□卒業生の進路
＜看護学科＞

年度 回生 卒業
者数

就　職 進　学
未就職国立病院機構

官公立 法人 その他 看護職
以外 保健師 助産師 養護

教諭 大学
自施設 他施設

平成25年度 第10回生 80 32 28 3 3 0 0 0 9 0 5 0
平成26年度 第11回生 70 36 24 3 1 0 0 0 4 0 2 0
平成27年度 第12回生 69 41 18 1 0 4 0 0 3 0 2 0
平成28年度 第13回生 82 43 29 1 0 2 0 0 6 0 0 1
平成29年度 第14回生 87 42 29 4 3 3 0 0 6 0 0 0
平成30年度 第15回生 73 22 29 11 3 0 0 0 4 0 1 3

＜助産学科＞

年度 回生 卒業
者数

就　　　　　　　　職
進学 未就職国立病院機構

官公立 法人 その他 看護職
以外自施設 他施設

平成25年度 第45回生 24 6 10 6 2 0 0 0 0
平成26年度 第46回生 25 4 10 8 3 0 0 0 0
平成27年度 第47回生 23 4 9 7 2 0 0 0 1
平成28年度 第48回生 24 4 9 6 5 0 0 0 0
平成29年度 第49回生 23 2 10 5 6 0 0 0 0
平成30年度 第50回生 22 2 7 8 5 0 0 0 0

□国家試験合格状況
＜看護学科＞

全体（％）
機構附属（％）

全国 近畿 本校
105回（H28.3） 全体（新卒） 89.4（94.9） 98.0（98.4） 99.4 100
106回（H29.3） 全体（新卒） 88.5（94.3） 88.5（94.3） 98.6 96.8
107回（H30.3） 全体（新卒） 91.0（96.3） 98.4（98.8） 99.7 100
108回（H31.3） 全体（新卒） 89.3（94.7） 97.3（98.1） 99.0 95.9

＜助産学科＞

全体（％）
機構附属（％）

全国 本校
99回（H28.3） 全体（新卒） 99.8（99.8） 100 100
100回（H29.3） 全体（新卒） 99.8（99.8） 100 100
101回（H30.3） 全体（新卒） 98.7（99.4） 100 100
102回（H31.3） 全体（新卒） 99.6（99.9） 100 100
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